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３階お誕生日会 
 

３階フロアでは、毎月お誕生日会を行っておりま

す。コロナ対応により、８月から実施できませんで

したが 10月に３か月分のお祝いをいたしました。 

大きなケーキを用意すると皆さん驚いた表情で召

し上がられ、「美味しいわね」と喜びの声も聞かれ

ました。                       ３階主任 竹内一平 

日
脚
が
め
っ
き
り
短
く
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

街
路
樹
の
銀
杏
が
黄
色
く
色
づ
い
て
お
り
、

冬
の
到
来
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 
新
型
コ
ロ
ナ
は

2019
年
12
月
よ
り
中
国

の
武
漢
か
ら
始
ま
り
、
4
年
目
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
感
染
者
数
は
一

時
的
に
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、
最
近
、
感
染

者
の
増
加
に
伴
い
、
ニ
ュ
ー
ス
で
は
第
８
波

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
始
め
ま
し
た
。 

今
後
の
予
想
で
は
、
現
在
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
沈
静
し
き
ら
ず
再
燃
す
る
か
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
型
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
派
生
型
が
流

行
す
る
か
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
で
は
な
い
別
の
変

異
株
が
出
現
し
て
世
界
的
に
流
行
す
る
か

の
い
ず
れ
か
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
シ
ャ
ロ
ー
ム
横
浜
で

は
、
新
た
な
面
会
方
法
と
し
て
、
現
在
玄
関

脇
の
ロ
ビ
ー
で
の
直
接
面
会
を
10
月
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
当
施
設
で
は
7
月
中
旬

よ
り
ご
利
用
者
と
職
員
併
せ
て
80
名
以
上

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー

を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
職

員
か
ら
直
接
面
会
等
の
要
望
も
あ
り
、
検
討

を
重
ね
て
よ
う
や
く
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

面
会
日
は
今
ま
で
通
り
予
約
制
で
月
・
木

と
第
１
・
第
２
土
曜
日
の
14
時
か
ら
で
す

が
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
お
互
い
に
マ
ス
ク
着

用
、
手
指
洗
浄
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
等
の
感

染
対
策
を
実
施
し
て
面
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
時
間
は
15
分
間
と
短
い
で
す
が
、
ご
家

族
か
ら
は
「
10
分
で
も
い
い
か
ら
直
接
会

い
た
い
」
と
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
面
会
時
に
対
応
す
る
職
員
か
ら
も

「
ご
利
用
者
・
ご
家
族
の
笑
顔
が
全
く
違

う
」
と
の
声
も
あ
り
、
多
く
の
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

以
前
は
日
中
い
つ
で
も
居
室
で
面
会
で

き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
出
現
に
よ
っ
て
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
今
後
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
面
会
方
法
を
変
更
す
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
皆
様
に
笑
顔
で
生

活
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
を
も
っ

て
、
で
き
る
限
り
直
接
触
れ
合
え
る
よ
う
に

配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

施
設
長 

髙
原
信
夫 

直接面会の際の記念撮影 

面

会

に

つ

い

て 
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第１７６回 チャプレン 上前 至 

ハウスキーピングのご紹介 

ハウスキーピング部門は 7 名の職員が勤務をして

います。平日は 4 名、土日は 2 名で１階から 4 階の

掃除を担当しています。 

ロビーから通路、居室、トイレを各階に分かれて行

い、ショートステイの方が入所される部屋のリネン交

換なども行います。感染症対策では 1 階から 4 階の

手すりやドアノブの消毒を 1日2回徹底しています。

これからもメンバー7名で頑張ります。      
 ハウスキーピング副主任 竹渕順子 

11月 6日（日曜日）焼き芋の日 

11月 6日は栄養課行事で毎年恒例の種子島産 焼き芋の日でした。 

当日は天気も良く、ポカポカ陽気の焼き芋日和でした。 

ご利用者の皆様もニコニコしながら大変喜ばれて食べられていました。 

 

栄養課課長 小寺秀偉 

特養にお住まいのＫさんの部屋を訪ねた時、一

冊の本を発見。それは実兄が太平洋戦争時に『陸

軍水上特攻・船舶特幹』として玉砕・特攻として

戦死していかれた記録本であった。Ｋさんはそれ

を大切に保管しておられた。「優しい兄でした」

と言われる。年１８歳にしてフィリピン沖にて

没。実は私の妻の実父も四国松山の空軍予科練に

特攻として志願した経歴を持つ。母親は息子が家

を出て行くとき、もうこれが今生のお別れと思い

泣いて送り出したという。 

ところが、その息子が生きて帰ってきたのであ

る。というのは高知から松山へのＪＲ予讃線はト

ンネルが多く、その煙のすすが目に入り結膜炎と

なり航空隊では目が悪いと勝負にならず身体検

査ではねられたのである。母親は死んだと思って

いた息子が生きて帰ってきたので大喜びしたと

いう。ちなみに年は同じく１８歳であったとい

う。同じ１８歳という人生でありながら一人は

死に一人は生きる。なんという運命のいたずら

だろうかと思わざるを得ない。 

１９４４年１０月２０日、マニラにおいて関

行男大尉のもと零戦による「敷島隊」が編成さ

れ米護衛空母群に突入、ここから特攻が始まっ

た。特攻による戦死者は合計で４０００名に上

るという。多くが２０代前後の若者である。こ

の作戦を生み出した第一航空艦隊指令長官・大

西瀧次郎は「この作戦は統率の外道だよ」と自

ら言い残しつつ割腹自決をし

た。敗戦の翌日８月１６日の

事である。 

「コへレトは言う。なんと

いう空しさ、全ては空しい。・

永遠に耐えるのは大地」のみ。

コへレトの言葉１章１～５節 

「永遠に耐えるのは大地のみ」 

栄養課 

安岡職員 


